
 

  

  

 

 

 

 

第 43回文化財企画展は原遺跡の速報展です。せっかくですから８次

調査で発見された「円面
えんめん

硯
けん

」について紹介します。 

 

 

 

円面硯は焼き物の硯
すずり

です。私たちが使用している長方形
ちょうほうけい

の硯とは違い、丸い

形をしていることから、そのように呼ばれています。上の平
たいら

な所に墨
すみ

をためて使

います。当時、字を書くことができた役人
やくにん

などが使用
し よ う

していたと考えらます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原遺跡で出土
しゅつど

している円面硯は圏足硯です。中でも第１次調査で発見された円面硯は、大きさ・

装飾
そうしょく

の点からも役所
やくしょ

施設
し せ つ

が置
お

かれた時期を考えるうえで、とても重要
じゅうよう

な資料
しりょう

です。 
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～第

だい

43回
かい

文化
ぶ ん か

財
ざい

企画展
きか く て ん

①～ 

原遺跡第７・８次調査の速報展
そ く ほ う て ん

！開催中
かいさいちゅう

！ 

８次調査で発掘された「円面硯」 

実物展示中！！ 

円面硯 風
ふう

字
じ

硯
けん

 形象
けいしょう

硯
けん

 

 

 

 

 

 

墨を入れる所が丸いのが特徴
とくちょう

 

 

 

 

 

形が「風」という漢字に似
に

ている

ことからこの名がついた。 

 

 

 

 

 

羊
ひつじ

などの動物
どうぶつ

をかたどった硯。 

無脚
むきゃく

硯
けん

 獣
じゅう

脚
きゃく

硯
けん

 
 

蹄
てい

脚
きゃく

硯
けん

 圏
けん

足
そ く

硯
けん

 

 

 

 

 

 

脚がない丸い硯。 

 

 

 

 

 

獣
けもの

の脚の形をした硯。 

 

 

 

 

三角形で馬の爪
つめ

（ひず

め）に似た脚を持つ。 

 

 

 

 

輪状
わじょう

の脚でたくさん

の空間
くうかん

がある。 

円面硯は脚
あし

があるかないかなど、形によってさらにわけることができます。 

石でつくられた硯
すずり

を石
せっ

硯
けん

、焼き物の硯を陶
とう

硯
けん

と言う。

日本では陶硯が多い。 

阿武クマさん 

復元された円面硯 

太田昭夫 氏 


